
 

 

 

 

 

 

 

   ５月に入りました。新年度がスタートして1ヶ月が過ぎようとしています。慌ただしく過ぎゆく時の流れに、少し待った 

 をかけて子ども達に向き合いました。今、まさに、大型連休の真っ只中。連休後半を、そして、連休明けの学校生活を有 

 意義なものにするために、子どもたちと一緒にこれまでの学校生活を見つめ直してみました。 

 

 

    ～ 自分の命は、自分で守る！！ もっとも大切なことに、子どもたちと向き合いました ～  

子どもたちにお話ししたことをコンパクトにお伝えします（授業参観後の懇談会でお話ししたことでもありますが）。 

視点は、２点ありました。 

まず、一つ目は、『学校は、安全で安心な場所でなければならない、ということ』です。 

そして、二つ目は、『自分の命は、自分で守ること』です。 

あらゆる機会に、色々な形で、子どもたちに向き合います。是非、ご家庭でも折に触れ、お話しください。 

どうぞ、ご理解とご協力をいただきますようお願いいたします。 

（活動する子） 

（感動する子） 

（表現する子） 

 ４月２８日（月）の中休みの２０分間を使って、今年度初めての全校集会を開催しました（当初は、奇数月の開催で 
５月１９日に一回目の集会を開催する予定でした）。前倒して開催したのは、『今、必要なことを、今、子どもたちに
考えさせ、行動の変容を求めたかった』からです。短い時間で、急な開催でしたが、児童会役員は、しっかりと 
役割を果たしました。大変立派です。 

学校は、児童のみなさんにとって、安全で安心して過ごせる場所でなくてはなりません。しかし、ここ数日、走り 

 ながら通学路を通ったため、バランスを崩して転倒してけがをしたり、玄関で待っている間に、ふざけあったりし 

 たことで、転倒してけがをした児童が数名いました。学校に登校する前に、けがをして、辛い思いや嫌な思いを 

 することがあってはなりません。 

 全国のニュースで、交通事故に巻き込まれて、命を落としたということを何度も見聞きしてきました。本当にいた 

たまれない気持ちになります。しかし、これらのことは、テレビ画面の向こう側だけの話ではありません。 

  啓西小学校校区には、白樺通や弥生通、柏林台通、西16条通などの基幹道路や制限速度が時速60㎞の   

 市道が通っていて交通量が多くなっています。このことは、啓西の子どもたちが日々、安全な状況の中 

 で生活しているとは言いがたいものがあります。 

  そこで、『止まる、見る、待つ』のなかで『止まる』   と『見る』    に焦点化しました。 

  道路を渡るときは、必ず止まる。そして自分の目で安全を確かめる』これを徹底すること。自分の 

 命は、自分で守る。みんなでやりましょう！！ 啓西小学校には３４５名の児童がいます。誰一人、悲 

しい思いをすることのないようにします。 

   



 ５月に入り、大型連休も後半に入ります。連休中においては、交通事故をはじめとする事故やけが等が発生したり、連

休後においては不登校となる児童が増加したりすることなどが懸念されます。 

 つきましては、ご家庭におかれましても以下のことについて、お子さんと向き合っていただき、子どもたちが安全に安心 

して生活できる環境をこれまで以上に整えていただきますようお願いいたします。 

 
１  交通安全について 

   全国的に交通事故が多発する時期になります。自転車の安全な乗り方やヘルメットの着用、二人乗りの禁止等、 

  交通ルールの遵守についてお子さんと確認ください。 
 
２  事故防止と不審者遭遇について 
    通学路の安全マップ等を活用し、「子ども 110番の家」の確認をしていただき、危険が予測される場所や危険な 
   場所に絶対に立ち入らないことなどについてお子さんとお話しください。 
また、例年、この時期に不審者の出没が増える傾向にあります。子どもたちが不審者に遭遇したら「大声を出す」 

 「走って逃げる」「近くの大人に助けを求める」「子ども 110番の家に駆け込む」など、自分の身を守る方法につい 
 て、お子さんと確認ください。 

 
３  SNS等の危険性について 
    SNS等のインターネットの利用に関する危険性のほか、インターネット等の安全・安心な利用についてお子さんに 
   お話しください。また、家庭でのネット利用のルールづくりをお願いします。 
    また、警察への相談を含めた「闇バイト」等の被害の防止等についてもご家庭で話題としていただけると大変助か 
   ります。 

 
４ 心のケアについて 
これまで実施してきた教育相談や健康相談の様子を振り返りるとともに、児童一人一人の状況に応じたきめ細や 

   かな支援に努めてまいります。また、連休後においても、温かい雰囲気の中で、児童一人一人が存在感をもち、望ま 
   しい人間関係を育む学級づくりとともに、子どもたちの居場所づくりに努めてまいります。 
 
５ 緊急時の連絡体制について 
   連休中（土・日・祝日）の事故等については、帯広市役所 当直（24－4111）に連絡していただきますようお願いい 
  たします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

令和７年度 全十勝ホープス・カブ・バンビ卓球大会 

女子ホープス優勝 ○年○組 ○○○○ さん 

男子ホープス準優勝 ○年○組 ○○○○ さん 

(^.^) 

 大型連休に伴う児童生徒の事故防止及び心のケアについて（お願い） 

第２３３回珠算能力検定 

１級合格・暗算 準弐段認定 

○年○組 ○○○○ さん 

 

第１４回道東フルコンタクト 

カラテ選手権大会 初級 

準優勝 ○年○組 ○○○○さん 

Ｕ１２ 第１５回フットサルコート開き 

親善交流フットサル大会 

優勝 ○○○○○○○○クラブＢ 

２０２５ジュニア空道選手権 

（春季）第４２回北海道地区及び交流大会 

Ｕ10 重量 １位 ○年○組 ○○○○ さん 
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